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MPO −ANCA が著明高値を示 し、 口唇ヘ ルペ スを合併 した高齢者に おけ る急速進行性糸球体

腎炎に対して 、血漿交換療法を施行した
一

例
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【症例】79才、女性

【主訴 】め まい 、全身 倦 怠感

【現病歴 】生 来健康で あ っ たが 入院 2ヶ 月前か らめ まい と全身倦怠感を認めて い た。症状が改 善 しない た め、精査加 療 目的 に 20XX 年 6 月

3 日 に 近 医へ 入院 した 。め まい の 原 因 は 特定 で きず に 経 過 して い た が、入 院時 の 採 血 で ク レ ア チ ニ ン が 3．O　mg ／dl と腎機能障害 を認め 、
精 査加療 目的 にて 当院 へ 転院 した。5 月の ク レ ア チ ニ ン は O．8mg ／dlで あ り、腎機能 は 急速に悪化 して い た。また、約 2 か 月前 か ら血 尿

が 出現 し、炎症 反 応 の ．ヒ昇 も認め た こ とか ら、急速進行性 糸球体腎炎を疑い 精査 した と こ ろ、MPO −ANCA の 抗体価 が 10501U ／1と著明

な上昇 を認め、ANCA 関 連腎炎が 疑 われ た。肺病変 は認 め なか っ た。入 院後 も進 行性 に 腎機 能が 悪化 し、尿 毒症 を認 め た た め、6 月 13
日か ら血 液 透析 を導 入 した。入 院 時 に 口 唇 ヘ ル ペ ス を認 め、治療開始前か らの 免疫抑制状 態が 示唆 され た た め 、強 力 な免 疫 抑制療法の 施

行 は困難 と判断 し 、メ チ ル プ レ ド ニ ゾ ロ ン の ミ ニ パ ル ス 療法 に 加えて 単 純 血 漿 交 換療 法 を 開始 した。治 療 開 始 後 は徐 々 に 尿量 が 増加 し 、
腎機能は 改善傾向 とな り透析 を離脱 した 。
【結語】感染を伴 っ た 高齢の ANCA 関 連腎 炎は治療 に苦慮 す る こ とが 多い が、ア フ ェ レ シ ス の 併用 は 有効で ある可 能性が あ り、若 干 の 文

献 的考 察 を加 えて 報告 す る。

Acase 　of　plasma　exchange 　in　patient　with 　ANCA 　associated 　RPGN 　compticated 　by　oral 　herpes
　　 National　Hospital　Organization　Nagasaki　Medical　Centeri｝，　Second　Dcpartment　oflnternal 　Medicine，　Nagasaki 　University　Sohool　ofMcdicin ♂
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重度の消化管病変を合併 した ア レル ギ
ー

性紫斑病の 1例

　　 福岡赤十宇病院　 腎臓内科

　　 古
．
田祐 子、満生 浩司、荒瀬北斗、濱野直人、中川兼康、黒木裕介、四枝英樹、平方秀樹
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症 例 は 75歳 男性。2 型糖尿病 ・高血 圧 で 近医通院中、腎機 能障害 を指摘 され た こ とは なか っ た、2013年 10 月 中旬 よ り咳嗽 ・喀痰が 出現

し 10 月 30 日に 近 医で 肺炎 と診断、抗生 剤 投 与 を 開始 した。呼 吸 器 症状 は 改 善傾 向 で あ っ たが 、11 月 4 日 よ り下 腿 浮腫 ・紫斑 が 出 現 し

全 身倦 怠 感
・
食欲 不振 が 持続 し 11月 5 凵に 近医へ 入院 した 。 11 月 2 日の 時点で 腎機能は正常 （Cre：O．83mg／dD で あ っ た が、人院時腎機

能障害 （Cr：Mmg 〆dD ・
尿蛋 白〔3＋）・尿 潜血 （3＋ ）を認 め た、、11月 10 日腎 機能 障害 の 増悪 （Cre：6．Omg 〆dl）を認め 、　 l　l 月 12　H 当科転院 と な

っ た。急速な腎機能低下 ・消化管出血 ・紫斑 を認め、ア レ ル ギ ー性紫斑 病 を疑 っ た。全身状 態不 良 の た め 腎生 検 は 困 難で あ っ た ため 、皮

膚生 検で ア レ ル ギ ー性紫斑 病 と診 断 した 。ス テ ロ イ ドパ ル ス 療法 を行い 、透析 療法 も開始 した。しか しス テ ロ イ ド漸減中 に消化管 出血 を

繰 り返 し、溶血 性 貧 血
・
血 小板 減 少

・
破 砕赤 血球 を 認め 、血 栓性微小血 管障害症 に 準 じた 病態 の 合 併 も疑 わ れ た。　ス テ ロ イ ド単独 で の

病 勢 抑制 は困 難 と判 断 し、ス テ ロ イ ドの 増量お よ び血 漿交換 の 併用 を行 っ た 。血 漿 交 換 開 始後 も腎不全 は不可逆的で 透析離脱 に は至 らな

か っ た が、消化 管出血 は 再燃 な く経 過 した。重 症 ア レル ギ
ー

性 紫 斑 病 に対 する血 漿交換 は有効な 治療法の
一

つ で あ る と思 わ れ た。

Henoch 　Schonlein　purpura　with 　severe 　gastrointestinal　symptom ：a　case 　report
　　 Red 　Cross　Fukuoka　Hospital　Nephrology

　　 Yuko　Yoshida，　Koゆ Mitsuiki，　Hokuto　Arase，　Naoto　HamanD ，　Kancyasu　Nakagawa ，　Yusuke　Kuroki ，1｛ideki　Ybtsueda，　Hideki　Hirakata
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